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平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
健
診
の
結
果
や
保
健
指
導
に

携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
定
健
診
の
受
診
状
況

　
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
5
2
0
8
人
を
対
象
に
行
っ
た
平

成
22
年
度
の
特
定
健
診
で
受
診
率
は

集
団
健
診
・
節
目
健
診
を
併
せ
て

58
％
で
し
た
。

平
成
21
年
度
は
60
％
で
あ
っ
た
た
め

約
2
％
減
少
し
て
い
ま
す

　
こ
の
原
因
に
は
年
代
別
受
診
率
の

表
か
ら
若
い
世
代
ほ
ど
受
診
率
が
低

い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
健
診
を
受
け
た
人
の
う
ち
、
全
く

異
常
が
な
か
っ
た
人
は
わ
ず
か
2
％

で
し
た
。
経
過
観
察
の
人
が
21
％
で
、

残
る
77
％
の
人
は
体
の
ど
こ
か
で
変

化
が
お
こ
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
治

療
や
精
密
検
査
が
必
要
な
人
も
18
％

い
ま
す
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
の
は
、

病
気
の
進
行
は
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
密
か
に
進
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

特
定
健
診
の
特
徴

　
特
定
健
診
は
『
メ
タ
ボ
』
と
か
『
体

重
を
減
ら
す
よ
う
に
』
と
言
わ
れ
る

健
診
と
思
い
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

実
は
、
密
か
に
進
ん
で
い
く
血
管
の

傷
み
の
様
子
や
段
階
を
明
ら
か
に

し
、
生
活
習
慣
の
改
善
か
ら
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
て
い
く
た

め
の
健
診
で
す
。
さ
ら
に
今
年
か
ら

よ
り
具
体
的
に
血
管
の
状
態
を
確
認

す
る
た
め
に
心
電
図
検
査
や
貧
血
検

査
を
特
定
健
診
に
追
加
し
ま
し
た
。

自
己
負
担
は
変
わ
ら
ず
千
円
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
血
管
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
や
血
圧

や
血
糖
、
脂
質
が
高
く
な
り
、
そ
の

期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
で
脳
や
心

臓
・
腎
臓
の
病
気
を
招
い
て
い
き
ま

す
。
生
活
習
慣
や
環
境
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
健
康
な
体
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
次
第

で
す
！

年
に
一
度
は

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

『
異
常
な
し
』
は

わ
ず
か
2
％

　
ま
ず
は
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
も
毎
年
健
診
を
受
け
て
自

分
の
体
の
状
態
を
正
し
く
理
解
し
、

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
見
直
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
各
地
区
で
健
診
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
に
１
度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
山
都
町
の
集
団
健
診
で
は
あ
な
た

の
健
康
な
体
を
守
る
た
め
に
、
私
た

ち
保
健
師
・
栄
養
士
が
健
診
結
果
の

説
明
や
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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H22特定健診受診状況

未受診者
42％

集団検診
受診者
54％

節目健診
受診者
4％

健診の結果

要治療
6％

要再検
59％

要精密検査
12％

異常なし
2％

経過観察
21％

矢部保健センター保健師と栄養士

蘇陽保健センター保健師

清和保健センター保健師

もっと知りたいクスリの話

山都町立蘇陽病院　薬剤科　奥村真利子
水本知恵子
奥村　千春

監修 院長 水本　誠一

第3集 内服薬（飲み薬）の種類（剤形）と特徴について　

特集

錠　剤
　病院で最も多く処方されているのが錠剤です。錠剤には、そのままクスリを固めたも
のや表面を砂糖でおおって飲みやすくしたもの、唾液でとけて水なしでものめるように工

夫されたものなどがあります。少しずつとけて効果を現すような錠剤や腸でとけて効果を現すような錠
剤は、かみ砕いて飲んだりすると期待した効果がえられなかったり副作用が出てしまうことがあります
ので、そのままで飲むようにしてください。

カプセル剤
　苦みやにおい、刺激のあるク
スリをカプセルの中にいれて飲
みやすくしたものです。カプセ

ルからクスリをだして飲むと、クスリの成分がこ
われたり食道をあらしたりすることがありますの
で、そのまま飲むようにしてください。

水　薬
　クスリが溶けているため身体へ速く
吸収されます。症状や年齢に合わせ
て飲む量を調節しやすいという利点が
あります。容器に直接口をつけないで
決められた量をコップやスポイドに
とって飲むようにしてください。また、

数種類の薬が混ざっている場合は、よく振って飲
むようにしましょう。

粉　薬
　錠剤やカプセル剤に比べて溶
けやすく体に速く吸収されます。
また、小児が飲みやすいように
甘く味付けされた粉薬もありま

す。においや苦みがクスリの効き目に関係してい
る場合もありますので、オブラートを使う場合は、
医師や薬剤師に相談してください。

くすりは、わずかな水、ある
いは水なしで飲むと食道に
くっついてただれたりするこ
とがあります。かならず、コッ
プ１杯の水またはぬるま湯で
飲むようにしましょう。

お薬　ひとことお薬　ひとこと

　口から飲む薬を内服薬といいます。内服薬は、クスリの特色や病気の状

態に合わせて、より有効に使えるようにさまざまな形がつくられています。

　今回は、内服薬の種類と特徴についてお話しします。

舌の下に置いて唾液で溶かす錠剤です。狭心症などの発作をやわらげるために用
いられます。飲みこむと効果がなくなりますので飲みこまないようにしてください。

舌下錠……

次回は、外用薬についてです。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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